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要旨 

 

アタヤル語群祖語における「星」は、アタヤル語スコレック方言の biŋah とセデック語トゥ

ルク方言の pəŋə<ra>h（セデック祖語*pəŋərah）を比較すると*biŋəh と再建されうる。セデ

ック語では化石後方接中辞の<ra>が挿入された。しかしアタヤル語ではその他の方言にお

いて beyaŋah, hayaŋah, bəliyaquh, haŋitux など様々な形式が報告されている。これらの形式

もアタヤル語群祖語 *biŋəh に由来するものであるが、それぞれの形式において以下のよう

な形態的、または音韻的変化を経ている―化石前方接中辞<əl>の挿入、化石後方接中辞<ya>

の挿入（アタヤル語群祖語 *<ra>に遡る）とそれに付随する音位転換、化石接尾辞 -tux や

-quh の付加とそれに先立つ語尾の脱落、語頭子音の変化 b > h、語中子音の変化 ŋ > y など。

以上の変化がアタヤル語諸集落において生じたが、どの変化がどの集落に生じたかに違い

が見られ、そのことが形式の多様性を生じさせている。そのため形式間の同源語としての

関連性が見えにくくなっている。（既発表の有無：未発表） 

 

1. はじめに1 

 

アタヤル語群はオーストロネシア祖語から第一分岐する一語群である（Blust 1999）。アタ

ヤル語群にはアタヤル語とセデック語の二つの言語が含まれる。これらは台湾北部から中

部にかけて話される台湾先住民の言語である（図 1）。アタヤル語はスコレック方言とツオ

レ方言の二つの方言に大別され、セデック語はパラン方言とトゥルク方言の二つの方言に

大別される2。台湾先住民の言語はすべてオーストロネシア語族に属するが、これらのうち

アタヤル語群に隣接している言語としてサイシヤット語（Saisiyat）とブヌン語（Bunun）な

どが挙げられる。 

 

† i.ochiai@obihiro.ac.jp 

1 音素目録筆者の調査によるとアタヤル語スコレック方言の音素目録は母音が/a i u ə e o/、子音が/p b t k g 

q ʔ s x h r l m n ŋ y w/である。b は[β]、g は[ɣ]、r は[ɾ]である。r は母音 i の前では[ʐ]で現れる。Huang（1995: 

16–17）によるとアタヤル語ツオレ方言（Rinax 集落）では母音に/ə/が無く、子音に/ʦ/が加わる。また、セ

デック語パラン方言の音素目録は筆者の調査によると、母音が/a e i u o/、二重母音は/uy/のみ，子音が/p b t 

d ʦ k g q s x h m n ŋ l r w/である。r は[ɾ]に、y は[j]に相当する）。月田（2009: 56–62）によるとトゥルク方言

の母音は単母音が/a i u ə i /、二重母音が/aw ay uy/であり，子音は/ʦ/が無い以外はパラン方言と同じである。

また、月田によるとトゥルク方言において l は[ɮ]、g は[ɣ]に相当する。 

2 これらの方言区分は小川・浅井（1935: 21, 399）を参考にしている。 

1 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



本稿はアタヤル語群において「星」を表す形式について扱う。ちなみに、オーストロネシ

ア祖語において「星」を表す形式は Blust and Trussel （2010）によって*bituqen と再建され

ている3。アタヤル語群祖語において本稿が再建する「星」はこのオーストロネシア祖語の

形式とは同源ではない4。

図 1 アタヤル語群の分布 

セデック語の二つの方言において「星」を表す形式は同源語としての明らかな統一性が見

られるため、セデック祖語の形式を再建することは容易である。アタヤル語において「星」

を表す形式は実に様々なものが佐山（1983a, b）に報告されており（ただし初出はそれぞれ

1918, 1920 年）、それらの間に同源の関係が成立するのかが不明瞭である。その中でも特に

セデック語の形式に類似していると考えられるものがあるため、2 節ではその形式を基にア

タヤル祖語を再建し、その上でアタヤル語群祖語を再建する。そして 3 節では、アタヤル語

群祖語を基にし、アタヤル語において見られる様々な「星」の形式がどのような変化を経て

生じたかについて考察し、4 節でまとめる。

3 例えば、Blust and Trussel（2010）において「星」を表すサイシヤット語の形式は bintœʔæn であり、原住

民族語言研究發展基金會（2020）によるとブヌン語（タキトゥドゥ方言）の形式は bintuqan である。 

4 アタヤル語群祖語は*biŋəh と再建されうるが、この形式は第一音節の*bi がオーストロネシア祖語の形

式*bituqen の第一音節*bi と同じである点が偶然かもしれないが気にかかる。 

2 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



2. アタヤル語群祖語における「星」の再建と化石接辞 

 

まず 2.1 節ではセデック語諸方言における「星」の形式を比較し、セデック祖語を再建す

る。その上でセデック祖語とアタヤル語スコレック方言の「星」の形式を比較し、セデック

祖語に化石接中辞が付加されているとの分析のもと、アタヤル語群祖語を再建する。 

次に 2.2 節ではアタヤル語群において化石接辞の付加した語彙の例を挙げ、化石接辞の付

加が語彙の擬装化の役割を果たすことを示唆する。そして、アタヤル語群では「星」の他に

も天体を表す語である「月」「太陽」にも化石接辞が付加することを見る。 

 

2.1. アタヤル語群祖語における「星」の再建 

 

セデック語パラン方言において「星」を表す形式は puŋerah であり、セデック語トゥルク

方言においては pəŋərah である。両者は同源形式であり、セデック祖語は*pəŋərah と再建さ

れうる5。 

アタヤル語スコレック方言の形式は小川（1931: 345）によると biŋah である。本稿はこれ

を、上記のセデック祖語*pəŋerah との同源形式であると考える。ただし、分節音が規則的な

一致を示さない箇所も見られる。語頭子音についていえば、アタヤル語で b であるのに対

し、セデック祖語では*p である。これはセデック祖語の側で b が突発的に無声音化して、p

に変化したのではないかと考えられる。なぜなら、アタヤル語群祖語において*b である子

音がセデック祖語において突発的に p に変わる以下のような類例が見られるからである。 

例えば「衣服を洗う」を表す語アタヤル語スコレック方言では bahuq であり、セデック語

パラン方言では pahu である。セデック語パラン方言で命令の接尾辞-i の付いた形式は pehe-

i「衣服を洗え」であり、語末母音である u が接尾辞付加後に e に変わる。接尾辞の付いた

後に現れる母音が古い母音を示す。そしてこの e はセデック語パラン方言では ə に遡るた

め、語根は pahə であったことがわかる。アタヤル語群祖語における形式の語頭子音につい

ては、アタヤル語の形式に現れる b かセデック語の形式に現れる p か判断しかねるが、Blust 

and Trussel（2010）において、オーストロネシア祖語の「衣服を洗う」が*basəq であること

から、b であったと判断できる。そのため、アタヤル語 bahuq とセデック語のより古い語根

pahə から再建されるアタヤル語群祖語は*bahəq となる。セデック祖語は*pahə と再建でき

るが（語末子音の*q が脱落した）、この形式において語頭の b が突発的に p に変わった6。 

語頭子音は*b と再建されることがわかったが、アタヤル語の biŋah とセデック祖語の

*pəŋərah ではそもそも音節数が異なる。両言語において典型的な語は二音節から構成される

ため、アタヤル語群祖語の形式により近いと考えられるのはアタヤル語の形式である。アタ

ヤル語の形式から見ると、セデック祖語の形式において、余分な分節音は子音 r とその隣接

母音－ər または ra－と考えられる。 

 

5 セデック語パラン方言の形式は著者のフィールド調査により、セデック語トゥルク方言の形式は Rakaw

（2006: 522）による。セデック語パラン方言において次末音節の ə は e に変化した。それより前の音節の ə

は u に変化した。 

6 また、アタヤル語群祖語において「親の親」を表す語は*baki と再建されるが、セデック祖語ではこれ

が baki「祖父」と pai「祖母」に分かれる（Ochiai 2023: 79）。これは、pai「祖母」において baki「祖父」と

の意味・形式の区別をするために語頭の b の無声化が意図的に起きたと思われる例である。 

3 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



そこで、セデック語の形式の余分な一音節の可能性として考えられるのが、化石後方接中

辞の挿入である。落合（2022a）は、アタヤル語群祖語において特殊な接中辞である、化石

後方接中辞が見られ、その形式は*<ra>と再建される。その挿入位置は最終音節の母音の直

後であるとする。セデック祖語の形式がこの化石後方接中辞を含むとすれば*pəŋə<ra>h と

分節される。そうするとセデック祖語の語根は暫定的に*pəŋəh となる。ただし、この形式の

次末音節の母音については、化石後方接中辞が付加し*pəŋə<ra>h となると、前次末音節へと

移動する。セデック語では前次末音節は母音の弱化を受ける音節であり、この弱化の影響で

本来別の母音であったものが弱化母音としての ə に変わった可能性が高い。 

アタヤル語 biŋah とセデック祖語の暫定的語根は*pəŋəh を比べて、分節音が一致しないの

は次末音節と語末音節の母音である。次末音節はアタヤル語の形式で i である。この音節は

母音弱化を被らない。一方セデック祖語の暫定的語根における次末音節は、化石後方接中辞

が付加し、前次末に移った後の形式を基にしたものである。前次末に移った後では母音弱化

が起きるので、曖昧母音で現れることが予測される。そのため、アタヤル語の形式が次末音

節の母音を保存していると考えられる。セデック祖語の次末音節も本来は母音 i を持ってい

たと考えられ、セデック祖語の語根は*piŋəh と書き換えられる。 

次に語末母音についてであるが、セデック語のデータを基にすれば*ə と再建される。セデ

ック語では化石後方接中辞の付加後にこの母音が次末音節に移動しても*ə で現れる7。セデ

ック祖語が語末母音を保存しているとすれば、アタヤル語では ə から a に変わったと考え

られ、アタヤル祖語として*biŋəh という形式が再建されそうである。ただし、語末音節にお

ける母音 ə はアタヤル語においては u に変化するとされるため（Huang 2018: 271–274）、期

待される形式は**biŋuh である。これに反し、得られる形式は*biŋəh であることから、語末

母音 ə が例外的に a に変化し、biŋah を得たことになる8。表 1 にアタヤル語群祖語における

「星」の再建に関わる形式を挙げる。 

 

 祖形 

アタヤル祖語 *biŋəh 

セデック祖語 *piŋəh > *pəŋə<ra>h 

アタヤル語群祖語 *biŋəh 

表 1 アタヤル語群祖語における「星」の再建 

 

2.2. アタヤル語群祖語における化石接辞 

 

前節ですでに見た化石接辞について再度略述する。Li（1985: 258–259）ではアタヤル語群

において機能不明の接中辞、接尾辞が付加することが述べられている。これらは接中辞と接

尾辞に分けられ、落合（2022a）は化石接辞と呼ぶ。接中辞の場合は化石前方接中辞、化石

中央接中辞、化石後方接中辞の 3 種類に分けられる。これら化石接辞が付いたアタヤル語群

 

7 セデック語において、最終音節における母音は ə から u への歴史的変化を経たが、接辞の付加によりこ

の母音が次末音節に移った場合、本来の ə（パラン方言なら e）で現れる（脚注 19 参照）。そのため、次末

音節に移った際に現れる母音が歴史的により古い母音を示すことがわかる（Ochiai 2018）。 

8 例外的に a に変化したのは、この母音の直後の子音 h が影響しているかもしれない。子音 h は、母音 u

よりも調音位置がより低い a との親和性が高かったのかもしれない。 

4 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



の語彙を扱った文献として、「サトウキビ」と化石中央接中辞（落合 2022b）、「家」と化石接

尾辞（落合 2021）、「年上キョウダイ」と化石後方接中辞（落合 2022c）、「下り」と化石後方

接中辞（落合 2020b）、「上り」と化石接尾辞（落合 2020b）、「アタヤル」と化石接尾辞（Ochiai 

2019）、「話す」と化石接尾辞（落合 2022d）、「肩」と化石後方接中辞・化石接尾辞（落合 2020a）、

「寒い」と化石後方接中辞・化石接尾辞（落合 2023）などが挙げられる。これら文献を通し

て、化石接辞の付加は形式を擬装し、本来の形式をわかりにくくする手段として捉えられて

いる9。 

セデック祖語において「星」に起きた化石後方接中辞の付加も、擬装として捉えられるだ

ろう。アタヤル語群では「星」の他にも天体を表す語に化石接辞が付加する。例えば、アタ

ヤル語では天体を表す語「太陽」と「月」に化石接尾辞が付加することが知られている。Li 

（1981: 294）によるとアタヤル語群祖語において「太陽」を表す形式は*wagi と再建されて

いるが、アタヤル語ツオレ方言（Maspaziʔ集落）では wagi-tux というように接尾辞-tux を付

加する 。しかもこの接尾辞は「星」に付加した接尾辞のうち一つの-tux（例えば表 2 の Skikun

集落の形式 hiŋə-tux）と同一形態である。 

さらに、オーストロネシア祖語において「月」を表す語は*bulaN と再建されており（Blust 

and Trussel 2010）、アタヤル語群祖語における反映形は Li（1981: 288）によって*bural と再

建されている。しかし、Li（1981: 288）の収集したアタヤル集落からの形式では、*bural を

直接反映した形式は見られず、主に化石接尾辞-ʨiŋ を付加したした形式で現れる。例えばス

コレック方言では bəya-ʨiŋ という形式になる 。この化石接尾辞が付加する際、語根の語末

子音*l（オーストロネシア祖形*bulaN における*N）は削除されている。 

前節で見たように、セデック祖語の「星」では化石後方接中辞が挿入されているが、次節

で見るようにアタヤル語における様々な「星」の形式では、化石前方接中辞、化石後方接中

辞、化石接尾辞が付加したものが見られる。 

 

3. アタヤル語における様々な「星」の形式 

 

表 2 は佐山（1983a, b）に記載されたアタヤル語方言における「星」の形式を示す。左から

二列目には集落名を示した。その左にはそれぞれの集落で話される方言区分を示す。上から

順にスコレック方言（S）、スコレック方言とツオレ方言の混在した地域（S/C）、ツオレ方言

（C）を示す10。その右隣りには佐山（1983a, b）における表記を挙げた。これらはカタカナ

で表記されている。これらカタカナ表記に対し本稿筆者が音韻的解釈を加え、表記し直した

のがその右の列である11。最右列には音変化や形態的変化が生じた語に対し、変化の種類を

記号で示した。A は語頭子音の変化（3.1 節）、B は化石前方接中辞の付加（3.2 節）、C は化

石接尾辞の付加（3.3 節）、D は化石後方接尾辞の付加、E は音位転換（3.4 節）、F は前次末

 

9 化石前方接中辞については、オーストロネシア語族全般に見られるものであり、アタヤル語群のみに特

徴的な接辞ではない（3.2 節）。また化石前方接中辞の付加は、他の化石接辞に比べ、形態を大きく変える

ものではない。そのため、化石前方接中辞については形式の擬装的効果をもたらすものではないと考える。 

10 これら方言区分については移川他（1935: 21–95、付録）を参照した。 

11 音韻的解釈を加えた表記は、本稿筆者が佐山（1983a, b）のカタカナ表記から最適の表記を推し量った

結果を示したものである。本稿の考察は表 2 で示した音韻的解釈に基づいてなされている。中には本稿の

分析による分節音が本来の意図とは、多少異なる場合もあるかもしれない。その点は今後の課題とする。 

5 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



音節の脱落（3.3 節と 3.4 節）、G は語中子音の変化（3.3 節）を示す。 

 

方言 集落名12 表記 音韻的解釈 変化 

S Sbutunux ベンガハ biŋah  

S Skaru ベンガハ biŋah  

S Gawgan ビンガハ biŋah  

S Qsya13 ビンガハ biŋah  

S Slamaw ビンガハ biŋah  

S Hakul ビンガフ biŋah  

S Tranan ビンガハ biŋah  

S Kubaboo ビンガ biŋah  

S Pyanan ヒンガハ hiŋah A 

S Banun ヒンガ hiŋah A 

S Sqoyaw ギューット14 ŋi-tux C・F 

S/C Mesaulay ジンガフ、 

ビンガフ 

ʥiŋah (?), 

biŋah 

A 

S/C Mb’ala ベヤンガハ bəyaŋah D・E 

C Klapay ベンガハ biŋah  

C Pskwalan ベンガハ biŋah  

C Pyahan ビンガ biŋah  

C Knazi ビリンカハ b<əl>iŋah B 

C Skikun ヒゲトフ hiŋi-tux A・C 

C Mnawyan ヒゲトフ hiŋi-tux A・C 

C Pelungawan ハギットフ haŋi-tux A・C  

C Mepainux ヤンガッハ yaŋah D・E・F 

C Gawng Maaw ハヤガー hayaŋah A・D・E 

C Rinax ハヤガ、 

プリヤコ 

hayaŋah, 

b<əl>iya-qu 

A・D・E 

B・C・G 

C Cyubus ベリヤコフ b<əl>iya-quh B・C・G 

表 2 アタヤル語における様々な「星」の形式15 

 

12 佐山（1983a, b）における集落名の表記は表 1 の上から順に以下である。大嵙崁、舎加路、合歓、南阿

冷、沙拉茅、白狗、屈尺、南澚（クバボー社）、南澚（ピヤナン社）、南澚（バヌン社）、司加耶武、南勢、

眉原、加拉歹、巴思誇蘭、南澚（ピヤハン社）、嵜拿餌、南澚（シキクン社）、南澚（マナウヤン社）、万大、

北勢、大湖、汶水、鹿場。 

13 落合（2023: 190）において South Qsya と表記した集落と同一である。落合（2023: 191）の地図では Qsya

と表記している。ただし地図上ではツオレ方言との表示であるが、これは誤りでスコレック方言に糺され

る。 

14 化石接尾辞-tux の付加した他の形式を参照し、音韻的解釈を ŋi-tux と表したが、カタカナ表記では語末

子音の x に相当する部分は現れていない。語末子音の x は脱落していた可能性がある。 

15 李（1996: 202）は宜蘭方面におけるアタヤル語諸方言の「星」の形式を挙げている。その中に化石接尾

辞-tuh が付加した形式が、Skikun 集落、Mnawyan 集落、Lmuan 集落の形式に見られ、それぞれ kəŋituh, həŋituh, 

6 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



 

3.1. 語頭子音の変化 

 

表 2 には語頭子音 b が変化した形式がいくつかの集落（Pyanan, Banun, Mesaulay, Skikun, 

Mnawyan, Pelungawan, Gawng Maaw, Rinax）において見られる。表右端の変化の種類として

A で記しているものである。それらは Mesaulay 集落の一例を除きすべて b が h に変化して

いる。また、Mesaulay 集落と Rinax 集落からはそれぞれ二つの形式が挙げられているが、そ

れらのうち、上の形式が語頭子音の変化を経ている一方、下の形式は b が保たれている。 

Mesaulay 集落の形式「ジンガフ」に対して、本稿では語頭子音を破擦音の ʥ と推定した

が、これは b から h に変わる間に起きた子音の変化の中間的段階を示したものかもしれな

い。 

アタヤル語群における子音 b と h に関わる類例は、落合（2023: 193–195）にも挙げられて

いる。そこではアタヤル語群祖語において「山の裏側」を表す語を*Ribaq または*Rihaq と

再建している。語中子音として*b が再建されるべきか、*h が再建されるべきかその時点で

はわからなかった。セデック語のデータは*b を支持し、アタヤル語のデータは*h を支持し

たからである。上記の「星」のデータがアタヤル語のいくつか下位方言において b から h へ

と変化したことを合わせて考えれば、「山の裏側」は*Ribaq と再建され、アタヤル語におい

て語中子音が h に変わったと見なせる16。 

「星」における語頭子音の変化について、方言別に考えてみると Pyanan と Banun はスコ

レック方言の集落である。Skikun, Mnawyan, Pelungawan, Gawng Maaw, Rinax はツオレ方言の

集落であり、Mesaulay は両方言の混合集落である。この音変化は両方言にまたがってみら

れる音変化のようだが、どちらかといえばツオレ方言に多く見られるようである。 

 

3.2. 化石前方接中辞<əl> 

 

Knazi 集落の形式である b<əl>iŋah を語根 biŋah と比べると、Knazi 集落の形式では語頭子

 

kəŋituh である（表 2 に Lmuan 集落のデータは見られない）。李（1996: 202）では、これら形式の前次末音

節の母音は表記されていないが、本稿筆者が曖昧母音を補った。さらに、李（1996）では化石接尾辞は-tux

ではなく、tuh-である。これは Pelungawan 集落の形式がそうであるように、もともと-tux であったと考え

る。しかも 3.3 節で述べるように、同一形式の化石接尾辞が付加した ya-tux「上り」という類例もアタヤル

語に見られる。Skikun 集落、Mnawyan 集落、Lmuan 集落では接尾辞 x が h に変わったのだろう。 

そして、李（1996: 202）による Skikun 集落、Mnawyan 集落、Lmuan 集落の「星」の形式では前次末音節

母音がすべて i で表記されている。そのため表 2 の音韻的解釈においても、Skikun 集落と Mnawyan 集落の

形式の前次末音節母音は i に相当すると推定した。 

また、佐山（1983a: 388）における Skikun 集落の形式は語頭子音が h であるが、李（1996: 22）では k で

ある。このことから、語頭子音が h（これは本来 b であった）から k に変化したことがわかる。そして同様

の変化は Skikun 集落の隣村の Lmuan 集落でも起こったことがわかる。Lmuan 集落は李（1996: 196）による

とスコレック方言に属するので、語頭子音 h から k への変化はどちらかの方言に偏った変化でなないこと

もわかる。 

16 アタヤル語の子音 b の音価が摩擦音[β]であることから、同じく摩擦音である h への変化は理解に難く

ない。 

7 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



音 b の後ろに、余分な分節音である əl が含まれる。これは化石接中辞と考えられる。オー

ストロネシア諸語全般に語頭子音の直後に挿入される接中辞が見られるが（Blust 2013: 389– 

392）、落合（2022a: 10–11）では、アタヤル語群においてこの位置に挿入される接中辞を化

石前方接中辞と呼び、アタヤル祖語における化石前方接中辞の一つを*<əl>と再建している
17。Knazi 集落の形式に見られる əl は、この化石前方接中辞を反映したものと考えられる。 

同一の化石前方接中辞の挿入は、Knazi 集落の形式のほかにも Rinax 集落の二形式のうち

の下の形式と Cyubus 集落の形式に見られる。表中の変化の種類では B で示されている。こ

の化石前方接中辞の挿入された形式が見られたのは、ツオレ方言の集落に限られている。 

 

3.3. 化石接尾辞-tuxまたは-quh 

 

表 2 では化石接尾辞を記号 C で示す。化石接尾辞が付加した類例を挙げる。落合（2020b）

はアタヤル語で「上り」を意味する yatux は、ya-tux と分析され、語根はアタヤル語群祖語

*daya（アタヤル語では raya と反映されることが期待される）であり、これに対し化石接尾

辞-tux が付加し一旦 raya-tux となったが、前次末音節が脱落して、ya-tux となったと述べる。

前次末音節の脱落が起きやすいのは、次末音節より前の音節はアクセントが置かれない音

節だからである18。表 2 においても前次末音節が脱落した形式が見られるが（Sqoyaw 集落

と Mepainux 集落）、このような音節脱落を持つ場合、右列に記号 F で示した。 

前述の例と同一形態の化石接尾辞-tux が付加したと考えられる形式が見られるのが、表 2

の中の Skikun、Mnawyan、Pelungawan 集落であり、それぞれ hiŋi-tux、hiŋi-tux、haŋi-tux で

ある。これら集落の形式からわかるのは、語根 biŋah の語末子音の h が脱落した形式である

biŋa に対して、化石接尾辞の-tux が付加し、biŋatux となったのちに、語頭子音の b が h に

変わったこと、そして次末音節の母音である a が i に変わっただろうことである。ただし、

次末音節母音の a から i への変化はやや唐突に思われる。 

もしかしたらアタヤル語群祖語*biŋəh における次末母音の ə を保ったまま、語末子音を脱

落させた*biŋə に化石接尾辞の-tux が付加され、biŋə-tux が生じたのかもしれない（ここから

さらに hiŋə-tux に変わる）。この場合、最終音節における歴史的な曖昧母音*ə が、接尾辞の

付加によって次末音節に移動した場合に出現する19。そして、この次末音節の曖昧母音 ə が

i に変化し、hiŋi-tux になったと見られる。この変化は曖昧母音 ə の直前の音節において母音

が i であることが影響し、その同化を受けた可能性がある。また、Pelungawan 集落の形式

haŋi-tux では前次末音節の母音が a に変わる。Huang（2018: 273）に述べられるように、ツ

オレ方言の下位方言（Maybalay 集落）では前次末音節より前の音節の母音は弱化母音とな

るが a で現れる。このような音韻的傾向が Pelungawan 集落でも見られるのかもしれない。

 

17 ただし、化石前方接中辞の機能については不明である。 

18 小川・浅井（1935: 22）によるとアタヤル語のアクセントは、主に次末音節に置かれるとする（最終音

節にアクセントが移る場合もあるが、その条件は次末音節が曖昧母音である、最終音節の母音が長母音で

ある、最終音節のコーダに声門閉鎖音を有することである）。 

19 同様の事例は落合（2022a: 17–19）にもセデック語パラン方言において報告されている。「家の外」を表

す語には ŋaŋuc と ŋe<ra>c があるが、後者は前者に対し化石後方接中辞<ra>が、最終音節母音 u の直後に

挿入されて派生されたものである。最終音節母音 u が次末音節に移動した場合、歴史的曖昧母音（ただし、

曖昧母音 ə は e へ変化する）で出現する。期待される形式は ŋaŋe<ra>c だが、前次末音節が脱落する。 

8 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



そのため haŋi-tux に変わったのだろう。 

次末音節における曖昧母音 ə から母音 i への変化はおそらく Sqoyaw 集落の形式でも起こ

っている。しかも、Sqoyaw 集落の形式では前次末音節の脱落も起き、hiŋi-tux から ŋi-tux に

なったと考えられる。この化石接尾辞-tux 付加したが形式を持つ集落は、Sqoyaw 集落がス

コレック方言であることを除けばすべてツオレ方言である20。 

ここまで化石接尾辞の-tux について述べたが、これとは異なる形式の化石接尾辞-quh が付

加したと考えられるのが、Cyubux 集落の形式 b<əl>iya-quh である21。これは、語根 biŋah の

語末子音の h が脱落した形式である biŋa に対して、化石前方接中辞<əl>が挿入され（3.2

節）、b<əl>iŋa になったものに対し、化石接尾辞-quh が付加したものだろう22。ここから予

測される形式は b<əl>iŋa-quh であるが、実際の形式は b<əl>iya-quh であるから、語根の語

中子音である ŋ が y に替わっている。この子音の変化はアタヤル語において規則的に見ら

れるものではないため、突発的に起きた音変化と見なせる。表 2 では記号 G でこの語中子

音の変化を示す。しかもこの形式にはここから化石接尾辞の接尾辞末の子音 h が脱落した

形式が、Rinax 集落の二つある形式の中の下の形式、b<əl>iya-qu である。この化石接尾辞-

quh が付加した集落はどちらもツオレ方言に属する。このことから、Sqoyaw 集落を除き、

化石接尾辞（形式が-tux であるか-quh であるかに拘わらず）が付加したのはツオレ方言の集

落に限られる。 

 

3.4. 化石後方接中辞<ya>と音位転換 

 

2 節で述べたようにセデック祖語において「星」を表す語には化石後方接中辞<ra>の挿入

が起きた。表 1 に示したようにセデック祖語において*piŋəh から*pəŋə<ra>h へと変化した。 

この化石後方接中辞はアタヤル語群祖語の*<ra>に遡り、アタヤル語では<ya>で反映され

る23。表 2 ではこの化石後方接中辞<ya>が挿入された形式がいくつか見られる。表中では記

号 D でこの変化を示す。 

まず表 2 において Mb’ala 集落の形式である bə<ya>ŋah に注目したい。落合（2022a）によ

 

20 化石接尾辞の付加はツオレ方言に特有のものに思われる。そのためスコレック方言に属する Sqoyaw 集

落においてなぜ化石接尾辞付加の変化を経たのかは不明である。 

21 Rinax 集落の形式と Cyubus 集落の形式のカタカナ表記「プリヤコ」と「ベリヤコフ」において化石接

尾辞に当たる部分は「コ」または「コフ」であるが、この表記からは初頭子音が k か q か判断できない。

ただし、原住民族語言研究發展基金會（2020）における Rinax 集落の形式は buliqu（語末には声門閉鎖音を

表す記号のアポストロフィも付加されているが、音声的に付随するものである可能性が高いため本稿では

記さない）であるため、q であると判断した。また、本稿では接尾辞末の子音は、その脱落のしやすさから

推して h であると考えたが、x である可能性も排除できない。さらに、原住民族語言研究發展基金會（2020）

における Rinax 集落の形式は buliqu である。これについて、表 2 の b<əl>iya-qu から語中の ya が脱落して

いることがわかる。4 音節語としての b<əl>iya-qu は語としては長すぎるので短くする作用が働いたための

脱落であろうか（語中での CV の脱落は管見の限りこの他に例がない）。また、化石前方接中辞<əl>の母音

が ə から u に変化している。 

22 これらは biŋa という語末母音 a を持つ形式に化石接尾辞が付加したと考えたが、他の例が示唆するよ

うに biŋə に付加したのかもしれない。その場合は曖昧母音の a への変化について説明が必要になる。 

23 Li（1981: 264）によるとアタヤル語群祖語の*r がアタヤル語の多くの下位方言で y に変わる。 

9 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
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ると化石後方接中辞の挿入される位置は最終音節母音の直後であるため、語根 biŋah に対し

て化石後方接中辞の<ya>が挿入されたならば、形式は bəŋa<ya>h となるはずである。とこ

ろが実際の形式 bə<ya>ŋah では化石後方接中辞が期待される位置よりも前の音節に現れて

いる。ここで考えられるのが音位転換の可能性である。本来は、セデック祖語の*pəŋə<ra>h

と並行的に、アタヤル語のいくつかの下位方言においても bəŋa<ya>h が生じたと考えられ

る。その後で子音 y とその直前の音節に含まれる子音 ŋ が転換し、bəyaŋah に変わったのだ

ろう。表 2 では化石後方接中辞に関わる音位転換を記号 E で示す。 

同様の化石後方接中辞と音位転換による形態音韻的変化はGawng Maaw 集落と Rinax集落

（二つあるうちの上の形式）でも起きた。これらの形式ではさらに語頭子音の b から h へ

の変化も起き、hayaŋah となっている。3.3 節でも述べたように前次末音節の母音が ə では

なく a で現れるのは、ツオレ方言に生じる傾向にある特徴である。Mepainux 集落も同様の

化石後方接中辞と音位転換による形態音韻的変化が起きたが、さらに前次末音節の脱落も

伴い、bə<ya>ŋah から<ya>ŋah に変化したのだろう。 

表 2 からもわかるように、化石後方接中辞<ya>の挿入が起きた形式のすべてにおいて、化

石後方接中辞とその直前の音配列との音位転換が伴っている（記号 D と E は対になってい

る）。 

方言について見ると、化石後方接中辞の挿入と音位転換が起きたのは、Pelungawan、

Mepainux、Gawng Maaw、Rinax 集落であるから、ツオレ方言であることがわかる。Mb’ala

集落においても同様の変化が起きているが、この集落はスコレック方言とツオレ方言の混

在集落である。 

ちなみに、化石後方接中辞に関わる音位転換が起きた例は、セデック語トゥルク方言にも

見られる。原住民族語言研究發展基金會（2020）にはセデック語トゥルク方言の形式として

pəpəŋərah が挙げられている。語頭の pə は語基 pəŋə<ra>h の語頭を重複したものと見なせ、

複数を表すと考えられる。この形式の他に、自由交替形としてpəpərəŋahが挙げられている。

この形式は pə-pəŋə<ra>h を起点として、化石後方接中辞の中の子音 r とその直前の音節に

含まれる子音 ŋ が音位転換を起こしたものである。 

 

3.5. 変化と方言のまとめ 

 

アタヤル語において「星」を表す形式がいくつも見られるのは、語頭子音の変化（3.1 節）、

化石前方接中辞の挿入（3.2 節）、化石接尾辞の付加（3.3 節）、化石後方接中辞と音位転換

（3.4 節）といった変化を経たことによる。それぞれの小節において、スコレック方言、ツ

オレ方言のどちらにおいて、当該変化が生じた形式が見られるかも述べた。それをまとめた

のが表 3 である。 

表 3 からわかるように、語頭子音の変化という音変化については両方言で生じたが、化石

接辞（化石前方接中辞、化石接尾辞、または化石後方接中辞）の付加という、形態的変化は、

一例の例外を除き、ツオレ方言において生じた。アタヤル語の「星」に限って言えば、化石

接辞の付加はツオレ方言に偏っている。 

 

 

 

 

10 This work is licensed by the author(s) under CC BY 4.0 
(https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/).



 スコレック方言 ツオレ方言 

語頭子音の変化 ✔ ✔ 

化石前方接中辞  ✘ ✔ 

化石接尾辞 ✔ 

（Sqoyaw 集落のみ） 

✔ 

化石後方接中辞 ✘ ✔ 

表 3 アタヤル語方言別の「星」に起きた変化 

 

4. おわりに 

 

アタヤル語群祖語において「星」を表す形式は*biŋəh と再建された。ただし、アタヤル語

の諸形式を検討すると様々な変化を経たことがわかる。子音の突発的な変化や前次末音節

の脱落といった音変化が見られた一方で、化石接辞の付加が起こっていた。化石接辞として

は、化石後方接中辞、化石前方接中辞、化石接尾辞の三種類が見られた。そのうちどれか一

つの化石接辞を持つものがほとんどだが、化石前方接中辞と化石後方接中辞の両者を持つ

ものも少数ながらある24。セデック語の「星」に起こったのはアタヤル語の形式に挿入され

たのと同一起源の化石後方接中辞の挿入のみである。 

アタヤル語の「星」に関して、語彙を擬装する変化はツオレ方言のほうが顕著である。ツ

オレ方言では化石後方接中辞の挿入された形式が見られ、そのすべてにおいて化石後方接

中辞<ya>とその直前の音節が音位転換を起こした。また、化石後方接中辞-tux などが付加し

た形式も見られた。 

アタヤル語においては「太陽」「月」といった天体を表す語に化石接辞が付加した。「星」

も含めこれらの語をそのままの形で口にするのは禁忌に触れたため、化石接辞を付加して

形式を歪めることで、禁忌を回避したのではないか。 
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